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なり、その一部はすでに新種記載され、現在ではそれらを合わせて種複合体 O. piceae complex として




 まず、著者はカラマツを加害する樹皮下キクイムシから分離したO. piceae complexの23菌株、その他


























               審   査   の   要   旨 
 
 Ophiostoma piceaeは、世界各地の温帯、亜寒帯地域の様々な針葉樹、広葉樹から分離、報告されてい
たが、多くの隠蔽種や未記載種が存在することが知られており､分類学的再検討が求められていた。著者
は、カラマツに関連するO. piceae complexの種を中心に、分子系統解析、詳細な形態比較、交配試験を
実施し、この菌群の分類学的検討を試みた。その結果、分子系統学的解析結果と形態的特徴に基づく種
の識別結果は一致するものの､これまで本菌群の種の識別に使われてきた交配試験の結果が必ずしも一
致しないことを明らかにした。分子系統と形態に基づく種の識別結果と生物学的種が一致しないという
状況下で､この菌群の分類をどのように進めるべきか考察し、このような菌群の種の識別には、交配能力
よりも分子系統解析結果と形態情報を重要視するべきであるという一つの提案を示した。このことは、
現在菌類の分類が抱える問題解決のための重要な指針を示したものであり、高く評価できる。また、こ
の成果は、植物寄生菌類の正確な分類、同定技術の発展に貢献し、各種の正確な分布、キクイムシとの
関連性、宿主に対する病原性を把握し、それらの情報に基づく防除法の開発にも貢献できると考えられ
る。 
 平成28年6月17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び学力の確
認（学力確認の免除者は除く）を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を
行った。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
 
 
